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マザー・テレサ
と共に

聖ヨハネ・パウロII教皇と共に

希望の巡礼者―聖年のための聖書的・霊的な基盤
講師：フィオ・マスカレンハス S.J.

ムンバイ聖書学院の名誉会⻑：ヨハネ・パウロ二世に福音宣教師に任命された。世界75カ国以上で司祭・信
徒向けの黙想会やセミナーをしてきた世界的に著名な説教師。GOD’S BEST IDEAS!, THE BIBLE GIVES

LIFE, HAIL MARY!, JESUS LAUGHED! 等数多くの著書あり。:
主催：フィオ神⽗の司祭叙階50周年を祝う会
認可：東京大司教区 大司教 菊地功

講演場：カトリック関口教会 ケルンホール
担当：三田一郎 東京大司教区 助祭
無料・献金して頂けると幸いです。

6⽉14⽇（⼟）– 関⼝教会ケルンホール
•講話1: 10:30–12:00 「キリストの真の弟⼦のアイデンティティ」（2コリント13:13）
•講話2: 13:30–15:00 「まず神の⼦、罪⼈はその次！」（ローマ8:14-17）
6⽉15⽇（⽇） –関⼝教会ケルンホール
•講話3: 13:00–14:30 「イエスにとっての⼗字架の意味」（フィリピ2:5-11）
•講話4: 15:00–16:30 「キリストの弟⼦にとっての⼗字架の意味」（コロサイ1:24）

「希望の巡礼者」プログラム
教皇フランシスコは、2025年の聖年に向けて人々が準備をすることを望んでい

ます。彼はすべての人が、神からの三つの特別な力-神から与えられる特別な恵み
-を心で体験することを願っています。信仰（目に見えない神と、神の救いの約
束を信じる心。）；希望（「神は決して私を見捨てない」と信じて、困難の中で
も前を向く力。）；愛（人生がつらいときでも、他者を思いやる力。）を個人的
に体験できるよう導くことを目的としています。
そのため、本プログラムでは、新約聖書における重要な教えを通して、キリ

スト教の美しさ（素晴らしさ）に焦点を当てます。それは、神が「ひとり子イエ
スを遣わし」、私たちに「神の子」として聖霊をくださったという新たな霊性
（魂が清らかで、聖なる存在）なのです。
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